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大阪経済法科大学 
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司法試験に合格した立石直樹さん 
（２０００年法学部卒業） 

●硬式野球部 
　阪神大学野球連盟春季リーグ戦（4/7-5/31） 
 １部６勝４敗　３位 
 敢闘賞　野村貴之（99L）  
 
●空手道部 
　第３５回関西学生空手道個人選手権大会（4/30） 
　　 平石さやか（98L）女子組手３位  
　　 東山文子（98E）、藤本友紀子（99E）ベスト８ 
　　 馬詰秀夫（98E）、小俣憲一（00E）ベスト１６ 
　第３９回西日本大学空手道選手権大会（5/27） 
　 男子団体ベスト１６、女子団体ベスト１６ 
　第２８回大阪市空手道選手権大会（4/8）  
　　 小俣憲一（00E）男子組手２位  
　　 東山文子（98E）女子組手２位  
 
●陸上競技部 
　第７８回関西学生陸上競技対抗選手権大会（5/14-5/17）  
　　 富田卓也（99L）４００ｍ決勝７位  
 
●サッカー部 
　関西学生サッカー連盟春季リーグ戦３部Ａブロック（4/8-5/6）
  ３部Ａ　３位　４勝１敗２分　勝ち点１４ 
 
●体操競技部 
　第４３回関西学生体操選手権大会（4/14） 
　団体１１位（１７チーム中） 
　第５１回西日本学生体操選手権大会（5/4-5/6）  
　　 樋口敏久（00E）男子個人２３位  
 
●剣道部 
　第４９回関西学生剣道選手権大会・３１回女子選手権大会（5/13） 
 　山田真樹（98E）、高橋靖人（99E）４回戦敗退　全日本選手
　　権出場権獲得 
 
●文化会本部 
　2001年度文化会クラブ対抗球技大会（5/25） 
　所属１３クラブ参加／１位放送局、２位音楽研究会、３位人類文
　化史研究会 
 
●フォークソング部 
　2001年度新入生歓迎祭ライブ（4/24、大学キャンパス） 
　2001年度ライブインサマー’０１（5/23、森之宮プラネットホール） 
 
●人類文化史研究会 
　2001年度新入生歓迎祭（4/9、大学キャンパス）  
　2001年度春の展示祭（5/31、文化会館） 
 
●模型研究会 
　2001年度新入生歓迎祭（4/2、大学キャンパス）  
　2001年度春の展示祭（5/29-6/1、文化会館） 
 
●文化会放送局 
　2001年度関西学生放送交流会議（5/20、関西学院大学） 
 
●美術研究会 
　2001年度春の展示祭（5/29、文化会館） 
 
●将棋部 
　2001年度春の展示祭（5/31-6/1、文化会館） 
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最近の主なクラブ活動・戦績紹介 

●テコンドー部 
　テコンドーW杯で銀メダル獲得、樋口清輝くんが 
　日本人初の快挙！  
　東アジア競技大会でも銀メダル獲得！ 

　６月１日、ベトナムで

開催されたテコンドー・

ワールドカップ男子バ

ンタム級で本学の樋口

清輝くん（経済・３年）

が決勝に進出し、惜しく

も優勝は逃したが、銀

メダルを獲得した。テコ

ンドー・ワールドカップでは、日本選手は１９９１年に銅メダルをとっ

て以来２人目で、銀メダルは初の快挙である。また樋口くんは５月２

０日に開催された第３回東アジア競技大会でも、男子バンタム級

で銀メダルを獲得した。 

 
●ソフトボール部 
　５戦全勝で２季連続優勝！ 
　ソフトボール部は、関西学生ソフトボール連盟春季リーグ戦で、

５戦全勝で、２季連続３回目の優勝に輝いた。これにより全日本選

手権大会への出場権を獲得したことになる。 

 
●卓球部 
　関西学生卓球選手権大会にてＷ優勝！ 
　卓球部は、関西学生卓球連盟春季リーグ戦で、男子Ⅰ部で２勝

３敗３位という成績を上げたのに続いて、６月１７日まで開催されて

いた平成１３年度関西学生卓球選手権大会で、徐振くん・楊涛峰

くんが男子シングルス優勝と準優勝というワン・ツー勝利、楊涛峰

くん・徐振くんが男子ダブルス優勝というダブル優勝に輝いた。 

 
●バレーボール部 
　１年（３季）ぶりにⅠ部リーグ昇格決定！ 
　バレーボール部（男子）は、関西学生男子バレーボール連盟春

季リーグ戦（Ⅱ部リーグ）で、９勝１敗で１位となり、Ⅰ部リーグ昇格を

勝ち取った。関西では約７０大学が加盟しているが、上位８チーム

入りを果たしたということだ。またキャプテンの勘解由圭太くんが

最優秀選手賞を、小山博志くんがスパイク賞・猛打賞・ブロック賞

の３冠賞、余田大輝くんがセッター賞を受賞した。なお小山くん 

と余田くんは大阪府学生選抜に選ばれ、８月にはエジプト遠征メン

バーになったとのことだ。９月中旬には秋季リーグが始まる。バレー

ボール部の活躍を大いに期待したい。 
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　２００１年４月１３日（金）、本学『東京麻布台セミナーハ
ウス』にて校友会東京支部設立総会が１５名の卒業生が
集い開催された。出席者自己紹介、支部規約および支
部役員についての質疑応答の後、宮松初代東京支部長
が承認され、より充実した組織運営を目標とした挨拶が
なされた。 
　東京支部は、地元出身者のみならず、首都圏を範囲と
した広域な支部として、今後の支部活動及び校友会事
業の発展が期待される。 
　総会後には、セミナーハウス内の見学、また和やかな
雰囲気の中での懇親会では、卒業生同士の思い出話や
大学の近況報告等の会話を交えながら今後のより一層
の校友会事業の発展を願った。 

　２００１年４月１３日（金）の、東京支部設立総会にて支部
長と言う重責を任されました。正直言って拝命を受けた時
は自分が…という気持ちがありました。設立総会にて、最
近の母校の現状を聞き一歩一歩着実に発展していること
を伺い、母校のために何か出来るならばと思い引き受けさ
せていただきました。 
　東京支部は関東（一都六県）の卒業生約８５０名から構
成されており、様々な分野で卒業生が活躍されています。
支部として卒業生と在校生の橋渡しになれるよう、東京支
部を盛りたてていきたいと思います。今年は創立３０周年を
迎え益々発展される母校の発展に寄与したいと思います。
何分にも初めての職責ですので、皆様方と色々相談させ
ていただきながら頑張っていきたいと思います。 

東京支部役員名簿 
　支部長　宮松　久浩（９期生） 
副支部長　松元　秀樹（１４期生） 
　幹　事　山口　栄一（６期生） 
　幹　事　藤崎　祐二（１９期生） 
会計監査　有川　武志（１９期生）　 

　大阪経済法科大学校友会は３年目を迎え、総会で承
認された２００１年度の事業計画の支部結成を推進して
いる。今年度の目標である東京（関東）地区は４月１３日
に既に結成されており、九州地区２番目となる福岡支部
の結成総会が４月２７日（金）午後７時より博多駅前のホ
テルセントラーザ博多 ４Ｆ 『千鳥の間』で開催された。 
  当日は、福岡県在住の１１名の校友生が出席し、大阪よ
り校友会副会長の勝部恒夫さんが駆けつけられ、校友
会における支部結成の意義と祝辞を述べてスタートした。 
  第一部は出席者の自己紹介と支部役員の選出をおこ
ない、支部長には力武 英登（７期生）さんが選ばれ、支
部結成に必要な役員４ポストも出席者の中から決定した。
 　第二部 は懇親会を中心に今後の支部活性化（各支
部の代表者を校友会総会に出席できるよう配慮してほ
しいなど）のための話や、学生時代の思い出や現在の
発展した大学に思いを偲ばせていた。また、本学卒業生
（福岡県出身）の中に博多の名士がいることにも驚くな
ど、終始和やかな雰囲気の中で懇親会もお開きとなった。 
  
  この福岡地区の結成で校友会支部は８支部となり、今
後の校友会及び大学発展の大きな試金石と成りうるこ
とを願うものである。 

拝啓 
初夏の候、卒業生の皆様方にはますますご健勝のことと
お喜び申し上げます。 
　さて、この度大阪経済法科大学の校友会福岡支部の
発足につきましてのご案内とご挨拶を申し上げます。  
  今年４月２８日に、福岡市内のホテルの会場にて、和やか
に発足会を行いました。私にとっての母校は、『青春時代
の古里』です。在学中は、サッカー部に所属いたし、今でも
時々そのＯＢ会に出席し、母校のグランドで先生や仲間とボー
ルを蹴るのが楽しみの一つです。私は、卒業後に東北、関
東、関西、そして九州と会社での転勤を繰り返しております
が、大阪から離れて住んでいるときには、その様な集まりに
顔を出すことは、なかなか容易では御座いません。そこで
今回、地方にも卒業生の集う場ができたので、また母校を
近くに感ずることが出来ます。 
　九州一円でご活躍されている卒業生の皆様方の、思い
出を懐かしむ場、情報交換の場、そして母校へ色々なメッセー
ジを伝える場として、これからみんなで福岡支部を盛り上げ
ていきたいと思います。何卒、これからも宜しくお願い申し
上げます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 敬具 

東京支部設立総会開催 
 

大阪経済法科大学校友会 
 

 福岡支部設立総会開催 
大阪経済法科大学校友会 

 

福岡支部役員名簿 
　支部長　力武　英登（７期生） 
副支部長　小野　武憲（１２期生） 
　幹　事　喜村　秀二（１４期生） 
　幹　事　渡邉　隆治（１７期生） 
会計監査　上原　永稔（７期生） 

支部長　力武 英登（７期生）  
 

支部長　宮松　久浩（９期生） 
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１．大阪経済法科大学校友会会則第１０条による役員の職務を円滑に処理

するため、本部に校友会事務局を設置する。 

２．校友会事務局の設置 

　（１）校友会事務局長 

　　校友会事務局の統括責任者として大学事務局長(常任幹事)を充てる。      

　（２）事務局員の構成 

　　校友会事務局に、学生課長(常任幹事)・庶務課長(常任幹事)・会計課

　　長(幹事)等の事務局員を置 く。 

　（３）事務局の業務 

　　校友会事務局は、以下の業務を行う。 

　　　 ①会報の作成、総会の開催、幹事会の開催、校友会支部総会開催

　　　　などの校友会事業の企画調整業務。 

　　　②卒業生名簿管理、校友会名簿の発行、卒業生及び特別会員の

　　　　会費収納管理、在学生の委託徴収金管理、校友会費の出納、予

　　　　算及び決算書類の作成等の総務会計業務。 

　　　③その他、必要な業務。 

　附則　　　 

　　この申合せは、２００１年５月１９日から実施する。 

１．大阪経済法科大学校友会会則第６章による会計及び監査については、

　当面この申合せによる。 

２．校友会会計責任者の設置 

　会計責任者は校友会会長とする。 

３．校友会の資産管理 

　（１）校友会の資産管理は、校友会幹事会の決議により、校友会会長の

　　もとで、校友会事務局が行う。  

　（２）校友会会長名義による預金口座を設け、校友会事務局において、　

　通帳と印鑑を管理する。　　  

４．校友会の出納事務 

　校友会の出納事務は、校友会事務局が行う。 

　（１）大学において委託徴収金として代理徴収された校友会費は、校友　

　会事務局において収納管理を行い、適時に、校友会会長名義の口座　

　に振り込む。なお、代理徴収により、大学が預かる校友会費から生じる　

　利息については、大学における帰属収入とする。  

　（２）大学が委託徴収する以外の校友会費及び寄付金その他の収入に

　　ついては、校友会事務局において収納管理を行う。 

　（３）校友会事務局は、校友会費及び寄付金その他の収入等の収納状　

　況について、適時に、会計責任者に報告を行う。 

　（４）校友会経費の支出については、校友会事務局長の決裁を経て、校

　　友会事務局で行う。事後に、証憑書類等を添えて会計責任者の決裁

　　を受ける。 

５．会計監査への報告 

　当該年度の決算書について、会計監査の承認を受ける。 

 

　附則 

  　この申合せは、２００１年５月１９日から実施する。 

  校友会事業の経費は、校友会設立後の１９９９年度及び２０００

年度につきましては、その全額を、大阪経済法科大学からの補

助金で賄われてきました。校友会といたしましては、｢校友会会費

規程｣及び｢校友会会費の納入に関する申合せ｣を定めておりま

す。正会員(卒業生)につきましては、２００１年４月１日以降に会費

を納入するものとさせていただいており、また、２００１年度の入学

生（編入生を除く）からは、すでに校友会会費の納入が始まって

おります。 

　校友各位におかれましては、誠に恐縮ではございますが、今後

の校友会事業に多大なるご支援を賜りたく、別添の「払込取扱票」

にて校友会会費の納入をお願い申し上げる次第であります。 

　尚、校友各位の現住所等の変更がある場合には、｢払込取扱

票｣の住所欄の新住所をご記入下さい。 

東京支部　支部長　宮松　久浩　　勤務先　伊藤忠ウインドウズ（株）　関東営業所　所長　ＴＥＬ０３－５５４９－４４５１ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail：miyamatsu＠itcw.co.jp 

愛知支部　支部長　中町　守人　　住　所　〒４５７ー０８０２　名古屋市南区要町５ー８６（有）中町印刷　ＴＥＬ０５２ー６１２ー０１２０　　　　　

　石川支部　支部長　松井　信司　　住　所　〒９２０ー０９３５　金沢市石引１ー１３ー１４　携帯電話０９０ー８２６７ー５１７２ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｅ-mail：smatui＠po３.nsknet.or.jp　 

岡山支部　支部長　山田　博文　　住　所　〒７１５ー００２１　井原市上出部長１０９７　ＴＥＬ０８６６ー６２ー４７９８　 

香川支部　支部長　石塚　　央　　住　所　〒７６３ー００７２　丸亀市山北町５２９ー１　携帯電話　０９０－５１４４－７０９６ 

広島支部　支部長　枡田　博昭　　住　所　〒７３３ー００３３　広島市西区観音本町１ー１３ー２１ 

福岡支部　支部長　力武　英登  　 勤務先　（株）不二越・九州支店　機械工具グループ　ＴＥＬ０９２－４４１－２５０５ 

沖縄支部　支部長　具志堅充彦　　住　所　〒９０４ー２２１４　具志川市字安慶名３０９　ＴＥＬ０９８ー９７２ー３３８８　 

■２００１年度収支予算書 
２００１年４月　１日から  
２００２年３月３１日まで  
 ◇収入の部  （単　位：円） 

項　目         　      本年度予算額　  前年度予算額　　比較増減  　　　　　  備　考   

◇支出の部 

１．会議費       

  ①総会                         2,500,000            2,500,000                      0      総会及び懇親会経費     

  ②幹事会                        195,000               556,000         ‐361,000      幹事会会場費等（３回）   

  ③支部の設立                 900,000               720,000           180,000      ５支部の設立総会経費   

  ④支部総会                    690,000               480,000           210,000      ６支部の総会経費       

２．印刷製本費  

  ①校友会報                  2,500,000            3,000,000         ‐500,000      会報の発行（２回）      

  ②校友会封筒                 650,000               650,000                      0                      

  ③総会案内状                 250,000               110,000           140,000      総会・支部総会案内状   

  ④返信用ハガキ              200,000                 86,000           114,000      総会の出欠用返信ハガキ 

３．渉外費                          500,000               500,000                      0      支部設立の打合せ費用等 

４．通信費     

  ①会報発送費等          4,000,000            5,215,000      ‐1,215,000      会報発送代行費用含む  

  ②支部総会案内             560,000         　　          0           560,000                       

５．旅費交通費                   500,000　           120,000           380,000      役員の支部総会出席旅 

６．予備費                          300,000                          0           300,000  

   小 　計                     13,745,000          13,937,000         ‐192,000  

次年度繰越金                   705,000                          0           705,000  

  支出の部合計            14,450,000          13,937,000           513,000  

 

項　目         　      本年度予算額　  前年度予算額　　比較増減  　　　　　  備　考   

１．校友会費   

     準会員                      5,000,000                          0　　 5,000,000      新入生からの校友会費  

      正会員                     4,000,000                          0　　 4,000,000      ２００名の納入を予定  

      特別会員                  1,000,000                          0        1,000,000　  ５０名の納入を予定    

２．補助金                       4,000,000          13,937,000　  －9,937,000  大阪経済法科大学からの補助金       　 

３．懇親会参加費                450,000                          0           450,000     参加者１５０名を予定  

 収入の部合計             14,450,000          13,937,000           513,000  

 

校友会事務局の設置に関する申合せ 

各支部の連絡先 
 

校友会の会計及び監査に関する申合せ 
２００１年５月１９日　第８回幹事会承認 

 

２００１年５月１９日　第８回幹事会承認 

 

校友会会費納入に関して 
 

　会員各位におかれましては、ご健勝にてご活躍のことと

存じ上げます。 

　校友会も３年目を迎え、８支部が既に結成され、本年は

さらに３支部の設立を予定しております。会員各位の要望

に応える、を日々の活動基本とし、諸行事の遂行と並行し

ての組織基盤の確立を急務と認識いたしております。組

織づくりの一環として、本年は役員改選と年でもあり各支

部長に新たに本部役員に加入していただき、現役員は原

則留任をもって、支部との連携のもと校友会発展に役員

一同努力いたしたく皆様方にも、ご協力よろしくお願いい

たします。 

　本年度の新入学生からは、校友会費の徴収が始まり、

校友会としての自立元年との思いを強く抱いております。

また、卒業生におかれましても、出費過多な時ではありま

すが、校友会を異業種交流の場と寛大なるご理解をもって、

「会費納入のご案内」時には会費納入にご協力いただけ

れば幸いに存じます。 

　次に、校友会会長として、出席させていただいた諸行事

に関し誌面を借りて報告させていただきます。まずは、支

部設立総会への参加、次に昨年のシドニーオリンピックに

テコンドー競技に現役学生の樋口君が出場されるにあた

っての壮行会、そして、大学の卒業式、２００１度父母会総

会への参加、以上が大きな行事への参加状況です。時間

の許す限りお招きいただいた行事には参加する、との原

則の思いのもと、仕事との調整をいたしましたが、お招き

いただいたにもかかわらず多くの行事に参加できなかっ

たこと、お詫び申し上げますとともに、残念に思っています。 

　さて、大阪経済法科大学は本年開学３０周年という節目

となる記念すべき年であります。大学においては、多彩な

記念行事を予定され、広報の一環としての行事が、本学

の社会的認知をより高めてくれるものと期待しております。

その様な中、本年度校友会総会は１１月の「経法祭」期間

に大学において開催を予定いたしております。現役学生と、

またはＯＢ・ＯＧ同士の交流を持っていただければと思っ

ておりますので、多数のご参加いただけること期待いたし

ております。最後になりますが、校友会に対するご理解、

ご協力を重ねてお願い申し上げ、「校友会報４号」発刊に

あたっての挨拶とさせていただきます。 

支部とともに校友会の発展を 
 

校友会会長　伴井　敬司　 

父母会総会で祝辞を述べる伴井会長 
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校友会会長挨拶 

 

パネルディスカッション＆フィールドワーク 
「冤罪の社会的構造を探る 

　ー道頓堀川ホームレス事件の現場検証ー」 
 

　法学会で進められている学生の主体的に参加する学習企画の

一環として、５月２６日、パネルディスカッション＆フィールドワーク「冤

罪の社会的構造を探るー道頓堀川ホームレス事件の現場検証」

が行われた。５０名を越える学生が事前学習のうえで参加し、講演、

現場検証から交流会という充実した企画が行われた。 

 

 

「イジメ」の連鎖と「冤罪」の問題 
 

　１９９５年にホームレスの男性が大阪・道頓堀川に落とされて死

亡したという事件に関する刑事裁判が今回のテーマとして取り上

げられた。参加希望者は５月初めに集まり、以後自主的に学習会

で論評や資料を読み、基本的な知識を準備した。 

　そのうえで、５月２６日、午後１時から大阪厚生年金会館タンチョ

ウの間に集まり、「イジメ」をめぐる社会的な構造や「冤罪」の問

題について事件の担当弁護士・事件を丹念に取材したジャーナリ

スト、そして刑事訴訟法研究者の３者から講演を受けた。そのうえで、

実際の事件現場である道頓堀戎橋に移動し、橋の上で当時の状

況について現場検証を行った。参加した学生は事前学習を積ん

で問題点を整理していたため、講演・交流会でも学生から積極的

な質問が出され、交流会でも更に議論する光景が見られた。 

 

［実施概容］ 

５月２６日（土） 

午後１時から大阪厚生年金会館 

　　第１部　講演「冤罪の社会的構造を探る」 

　　北村年子氏　（ジャーナリスト、「大阪・道頓堀『ホームレス』

　　　　　　　　　襲撃事件」著者） 

　　後藤貞人氏　（弁護士・本件控訴審の担当弁護人） 

　　葛野尋之氏　（立命館大学法学部教授、刑事訴訟法・ 

　　　　　　　　　少年法） 

（午後４時３０分　道頓堀川へ移動） 

　　第２部　道頓堀川での現場検証 

　　第３部　交流会 

新学長に藤田整教授が就任 

第３１回入学式 
 

法学部顕彰論文表彰式 
 

　２００１年４月１日より、経済学部の藤田整教授が新学長に就任

された。 

任期は、２００３年３月３１日まで

の２年間。略歴は以下のとおり。 

○一橋大学経済学部卒業　

○社会学博士（一橋大学） 

  ○大阪市立大学学生部長、経

　済学部長を歴任 

○大阪経済法科大学経済学

　部教授に着任（１９９１年） 

  ○大阪経済法科大学経済学

　部長に就任（１９９３年４月～

　１９９７年３月） 

　　　　 

　４月３日、経済学部６２７名法学部５０９名の新入生を迎えて、第３

１回入学式が挙行された。各学部代表の宣誓文朗読に続き、藤

田整学長の歓迎の辞、柴谷光謹八尾市長（代読）が祝辞、在校

生代表が歓迎のことばを述べた。 

  式後は、小雨に

かかわらず多くの

新入生に保護者

も加わり、在校生

主催のにぎやかな

ゲーム大会、イベ

ント、各クラブの勧

誘等が繰り広げら

れた。                           

 

　法学部では、１９９６年度から毎年学生論文の募集を行い、優秀

な論文に対して、表彰を行っ

てきたが、本年も１７編の論文

が寄せられた。３月２日審査が

行われ、本年度の論文の傾向

としては、現代的なテーマをと

らえていること、問題意識を深

く明確に掘り下げていること

等の講評ののち、１席１名、２

席２名、３席３名の優秀作が選

ばれ、３月１７日卒業式におい

て法学部長より賞状が授与さ

れた。 

「ＩＳＤ布施」開所式を開催 
 

　２００１年３月２３日（金）、地元関係者、留学生など約８０名が参加

し、留学生宿舎「ＩＳＤ布施」の竣工式を開催した。理事長と学長

のテープカットが行われ、管

財課員の案内で参加者全

員の宿舎見学ののち、２階

多目的ホールにおいて祝賀

会が行われた。 

　ＩＳＤ布施は、東大阪市近

鉄布施駅の交通至便の場

所にあり、当初ビジネスホテ

ルとして建てられたが、今般、大阪経済法科大学留学生寮として、

長期に居住出来る部屋に改装したものである。建物は延床面積

1534.46㎡、地上６階地下１階地階延床面積1534.46㎡で、留学

生用コンピュータ室、会議室なども設置されている。 

＜大阪経済法科大学ISD布施の概要＞  

所在地：東大阪市足代 

　　　 近鉄布施駅から１分の距離にある。大学までは、近鉄布  

　　　　施駅から２駅（準急）乗車し、そこからスクールバスで１５　

　　  分、全所要時間は３０分。 

建　物：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ地下１地上６階建て 

　　　 敷地面積439.16㎡、延床面積1,534.46 ㎡  

施設内概要 

  　　   地階  駐車場、ﾌｨｯﾄﾈｽﾙｰﾑ  

　　　 １階　事務室兼留学生用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室、食堂、自炊用厨房 

　　　　　　（電磁調理器、電子レンジなど）  

            ２階　多目的ホール、会議室 

　　　　３階から６階　寮室 

                  （ツイン３、シングル３３、全室冷暖房、ユニットバス、    

　　　　　　 机・家具など） 

第２回フレッシュマンキャンプ 
 

留学生フレッシュマンキャンプ 
 

刑事事件を現場から学ぶ新たな試み 
 

  経済学部は４月４・

５日、法学部は４月６・

７日の１泊２日の日

程で、基礎演習の

担当教員、職員、ゼ

ミやクラブの上級

生の学生スタッフ

とともに、新入生

全員参加のフレッ

シュマンキャンプを入学式直後に琵琶湖畔の大津プリンスホテル

において行った。 

　観光バスで大学近辺から大津へ出発し、車中ではキャンプの

趣旨・スケジュールの説明や自己紹介など、会場到着後は先輩が

語る経法大の学生生活、大学で学ぶ意義やゼミクラス単位での

懇談会などが行われ、教職員、学生スタッフ、新入生同士の親睦

が深まるうちに２日間の日程が終了した。 

　４月２１日（土）１０時より教職員および学生協力スタッフの協力

のもと、一日も早く

有意義な大学生

活が送ることがで

きるように本年度

入学の留学生９９

名のフレッシュマン・

キャンプが行われ

た。キャンプは、先

輩留学生４名の体験談に始まり、学生課による学生生活について、

教務課による履修ガイダンスについてなど、留学生活を始めるに

ついての準備ができるよう様々な注意事項や情報が語られた。午

後は自らも留学経験者である宋南先国際部長の「留学と勉学に

ついて」の講演ののちグループ別の懇談がおこなわれた。 

講演する北村年子氏 

道頓堀戎橋上 
での現場検証 

（中央奥が後藤弁護士） 
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長崎寛親さん 
（１９９２年経済学部卒業） 

 

尼崎市議会議員 

法律の専門職、司法書士を目指す 
 

ー鈴木さんが司法書士を目指されたきっかけを教えて下さい。 

鈴木　大学入学後、法学部ですので、資格取得を目指して「法律研究会」に入部し、

司法書士を目指していました。しかし、合格のむずかしさに勉強の意欲が落ちていた

ときに学内で専門学校が行政書士講座を募集していたので、まず行政書士に挑戦

することにしました。４年生で行政書士に合格。司法書士事務所に勤務しながら勉

強を続けました。 

　当時は現在以上に資格に価値のある時代で、資格を取得すれば一生暮らしには

困らないようになっていました。資格試験を難しくして人数を制限し、その代わりに資

格保持者は保護されていたのです。 

　仕事を続けながら勉強していたのですが、私の勉強していた時期は年々試験が

難関化していました。そして、１９９０年（平成２年）に司法書士に合格したのですが、

その直後にはバブルが崩壊して、一挙に仕事が減りました。一番いい時期を逃した

形ですが、逆に言うと本当の意味で「いい時期」に合格できたと思っています。バブ

ル経済時代には２０代で２０００万円から３０００万円の収入も可能でしたが、不動産取

引に手を出して数億円の借金をかかえていたかも知れません。バブル後だったから、

じっくりと仕事に取り組むことができたと言えます。 

　現在では、行政書士や司法書士を含む法律関係職を数的にも増加させて、市民

に多様なリーガルサービスを提供するという方向へと動いています。だから資格に

安住していてはいられません。司法書士も自ら社会のニーズに応えるように自己革

新が求められています。 

 

司法書士は「紛争を予防する」法律職 
 

ーところで司法書士のお仕事とはどのようなものでしょうか？ 

鈴木　主なものには、不動産登記、商業登記、供託、（注）そして裁判所へ提出する

書類の提出があります。司法書士の仕事は、「寿産業」の要素が強いと思っていま

す。不動産の登記というのは念願のマイホームを購入したとか、自社ビルを建築し

たとかのおめでたい仕事が多いですし、会社設立などの商業登記でも前向きな法

律アドバイスが多いと感じます。 

　弁護士の仕事は、話し合いがこじれてしまって紛争にまで発展したケースを扱うこ

とが多いですが、司法書士は問題が大きくなる前にそれを予防するための仕事、法

的な手助けをするという特徴があります。破産や離婚といった弁護士の業務ともオー

バーラップするケースも扱いますが、基本的には前向きな仕事が多く、人に喜 

ばれる仕事、やりがいのある仕事だと思っています。 

　司法書士は不動産売買に５分間立ち会って、報酬をもらっていると思われています。

でもそれまでに必要な書類を全部揃えて、１箇所も間違いがないようにチェックする

のが大変です。取引額が大きいですから、なにかあったときの損害額も莫大になりま

す。書類が１枚足らなくてもアウトという厳しさがあることも知って欲しいです。 

 

１年間は集中した土台作りを、途中で引けな
くなるまで勉強しよう 
 

ー資格取得に向けた勉強法について教えていただけますか。 

鈴木  私の場合、仕事をしながら約１０年かけて司法書士試験に合格したので、長く

時間がかかったと言えます。資格取得に向けて短期間で勉強するにしても、長い時

間かけて勉強するとしてもいずれにせよ在学中に勉強に本格的に取り組んでおくこ

とが大事だと思います。 

　勉強はやはり集中する時期が必要です。最初に資格の勉強の概要について感

覚をつかんだうえで、全体像がつかめたら基礎作りのために１年間はすべてを投げうっ

て、１日１０時間から１２時間徹底して勉強して欲しいと思います。そうやって一通り基

礎を身につければ、後はそれにどう積み上げるかの問題になり、うまくすればその後２

～３年で合格することが可能です。 

　資格取得の勉強を始めたら止めないこと、投げ出さないことが肝心です。最初に

集中して勉強すればもったいなくて引くに引けなくなります。そういう状態まで持って

いけば、卒業後に仕事をしながら勉強を続けても挫折しないですみます。 

　私の場合、比較的大きい司法書士事務所に勤務した経験がその後合格してから

の仕事に役立っています。実務を経験せずに合格した人とはスタート時点で有利だっ

たと感じました。 

ー最後に在学生の皆さんに先輩からのアドバイスをお願いします。 

鈴木　もう大学を出たら、それでいい就職ができる時代ではありません。大学でなに

をしたかが問題になります。在学中に資格の勉強をしたり、趣味やスポーツに没頭し

たり、アルバイトで社会経験をしたりとバランスよく人生のいろいろな側面を知るこ

とが仕事をしていく上でも重要です。 

　資格ならば独立開業できる資格を目指すことを進めます。行政書士、司法書士、

弁護士、社会保険労務士、土地家屋調査士などがありますね。そのときに自分の好

きな仕事を選べばいいと思います。好きな仕事なら後悔することはありません。人気

のある職業・会社だからといってずっと働くことができる訳ではないのです。たとえば、

紛争や調停をすることが嫌いな人は弁護士には向いていません。自分がいかに市

民にリーガルサービスを提供するかを考えて欲しいです。 

　自分がどの道に進むのかを決めるのが自由な大学時代の意味だと思います。始

めたら途中で止めないで最後まで続けて欲しいと思います。 

 

ーどうもありがとうございました。 

実績に裏付けられた自信と仕事に対する誇りがおのずと感じられる。司法

書士として精力的に活躍する鈴木泰幸さんの第１印象である。鈴木さんは、

自らを含む５人の司法書士と３人のスタッフを擁する事務所の所長として活

躍中。今回は資格を活かして独立開業した鈴木さんにお話を伺った。 

 

鈴木泰幸さん 
（１９８１年法学部卒業） 

 

司法書士 

（注）・不動産登記とは、土地や建物の権利関係（所有権、抵当権等）を法務局に

届け出て、登記簿に記載すること。 

・商業登記とは、会社の設立・現状について登記簿に記載すること。 

・供託とは、金銭・有価証券・不動産等の財産を供託所に寄託して、その財産を相

手に受け取らせることによって、一定の法律上の目的を達成するために設けられて

いる制度。家賃の値上げなどを求めて家主が家賃を受け取らないときに借主が家

賃分の金銭を供託所に預けて、支払ったのと同じ法律上の効果を持たせる場合な

どがある。 

鈴木司法書士合同事務所のホームページ 
http://homepage2.nifty.com/shiho-shoshi/index.html 
 

秘書から転身し、政界へ 
 

ーまずは当選おめでとうございます。定数４８に６８人が立候補するという激戦に新

人として出馬して見事有権者から選ばれた訳ですね。 

 

長崎　前回の選挙より候補者数は減ったのですが、それでも定数よりも２０名も多

くの候補が立つのは地方選挙では珍しいことです。私の場合、本格的に準備を始

めたのが２、３月からですから当選させて頂いてとても嬉しいです。 

 

ー新しい市議会議員の中で最年少ですが、学生時代から政治を志していたのでしょ

うか。 

 

長崎　実は学生時代には政治について真剣に考えてはいませんでした。それが卒

業したときに知り合いの方の紹介で兵庫県議会議員の事務所でアルバイトをし、お

誘いを受けて、本格的に秘書として働き始めました。 

 

ー政治家秘書の仕事はハードだということですね。　 

 

長崎　ええ、厳しい仕事です。後援会のスケジュールにすべてあわせないといけま

せんから、午後９時から仕事が入ったり、後援会旅行で朝の６時に見送りに行ったり

で定時で終わることはできません。地方議会議員には公設秘書の制度がありません

ので、全員が私設秘書になり身分保障はあまりないということもあります。 

　私はこれまで９年間秘書を続けてきました。秘書の身の処し方としては、自分の先

生にずっとついていくか、あるいは自ら政界を目指すかの２通りがあります。まったく

違う職種への転職もありますが、やはり私はこれまでの経験を生かし、政界への転

身を目指すことにしました。これまでの秘書としての人とのつながりができてきたお

陰で今回初挑戦で当選することができました。 

 

新たな課題への挑戦 
 
ー尼崎市議会議員としてこれから４年間の任期では何を目指しておられますか。 

 

長崎　尼崎市は阪神間の中核的な都市ですが、非常に厳しい財政難に直面して

います。それに対して、どのように行政改革を行って財政を建て直すかが問われて

います。そのときに不必要なものから削ることが重要ですが、既得権として抵抗する

勢力もあります。そこで、若い力を発揮して問題に鋭く切り込んでいきたいと考えて

います。ただまだ１期目ですので、すべてのことを勉強することから始めなければい

けません。 

　政治家は人のための仕事ですから、後援会や有権者からの身近な悩みや願いを

聞いて、行政につないでいくことになります。ただ中には無理なことを頼まれること

がありますが、実際にはそんなことをすることはできません。これからは政治家自身の

意識がまず変わらないといけないと思います。陳情についてもできることとできない

ことをはっきりさせ、無理なことははっきりと断ることが求められる、そうした明確な態

度が大切です。 

　私は自由党所属で、党としての政策ははっきりしています。ただ市政レベルでは

国政とは違って具体的な課題にそって市民の願いを実現していきたいと思っていま

す。 

 

 

ーそれでは、経法大在学中のことを伺います。どのような学生時代でしたか。 

 

長崎　ソフトボール部に所属していましたが、途中で退部しました。それ以後はバイ

トと学外でのサークルを中心に生活していました。それほど真面目に勉強していなかっ

たですね（笑）。私は八尾出身でしたが、大学で全国各地の友人を作れたのはよかっ

たと思っています。 

 

ー在学生への後輩へのアドバイスは？ 

 

長崎　社会に出てから経済学と法学は役に立つので、是非自分なりのテーマを一

つでも見つけてマスターして欲しいと思います。そうして目標を持って諦めないこと

が重要です。秘書をしていてもいろいろと辛くて止めようと思ったことも多かったの

ですが、それでも約１０年間頑張ることができました。動機がしっかりしていれば何事

にも耐えることができると思います。 

 

ー本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

６月１７日行われた兵庫県尼崎市議会議員選挙で本学卒業生の長崎寛親さん

が初当選した。理想をもって地方議会での活動をスタートする長崎さんにさ

っそくお話を伺った。 
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◇7期生  宇陀　昭弘　1980年度法卒業 柔道部 
　体育会柔道部の方々お元気ですか。当方、東京に来て１３年、元気で頑張っ
ています。ＯＢ会に参加できなくてすみません。 
◇8期生  呉　世幸(海田　世幸) 1981年度法卒業　高麗文化歴史研
究会 
　第２回校友会広島支部ミレニアム総会の開催に参加させていいただき
有り難く存じます。母校の今後ますますの繁栄と卒業生諸氏のご活躍と御
健康を心よりお祈り申し上げます。在学生もガンバレ！ 
◇8期生  山内　勇二　1981年度法卒業 法律研究会 
　最近、２名で独立、印刷・事務機販売の事業を起こしました。 
◇10期生　古泉　幸一　1983年度法卒業 ダンス部 
　本年４月１日より、全国商工会議所青年部連合会の平成１３年度会長を
拝命いたしております。この団体は本年度より、日本商工会議所の定款に
位置づけられ、晴れて国を代表しての団体と認可を受けました。 
　会員数は全国で約３万人の規模を誇ります。６月５日より商工会議所世
界大会に参加のため韓国へ行ってまいりますが、ご当地金大中大統領に
お会いした後、委員会等でスピーチの機会まで頂いております。本学の卒
業生として恥じぬよう今後も公務に勤めて参りたいと考えます。ぜひともご
支援いただけますよう　お願い申し上げます。 
◇12期生　奥田　隆 1985年度法卒業 
　昨年来より家業（工務店）が低迷し、親の里である大分に来て1年以上
経ちました。ようやく職も見つかり、何とかやっております。同窓会名簿を分
けて頂きたいのですが？また、地方支部ですが大分、宮崎、鹿児島を含めて
南九州支部というのは如何でしょうか。  
◇13期生　中田　真平 　1986年度経済卒業 
　ご無沙汰しております。今入試シーズン忙しい中メールを送り申し訳ない
と思いますが、昨年、校友会岡山支部の親睦忘年会を実施が師走で皆さ
ん忙しいということで、中止になりましたが、２００１年１月２７日（土）午後６時
に交友会岡山支部親睦新年会を行うことができました。皆さん忙しい中多
数集まってくれて大変楽しくて校友会のメンバーのより深い友情が出来た
と思います。尚、３～６カ月に１度は岡山支部の親睦会を設けるということで
そのときには副支部長の津嶋氏の声で「また親睦の輪を広げるためにもう
一人連れてくる」の実施を親睦会の終わりに話し合いました。参加名は下
記のとおりです。副支部長　津嶋講一・緒方 智・中田真平、幹事　常井 暁・
河崎美都、会員　青木 剛・今回初の中西郁夫、計７名  
◇15期生　伊藤　ゆかり　1988年度法卒業 
　大学を卒業してから１２年になります。その間に結婚はしましたが、東京～
静岡～アメリカ～岡山ときて、今度はフランスに行く予定です。安住の地は
いつになったら見つかるのやら・・・。こんな転居の多い私の希望は、同窓会
名簿が欲しい！ただそれだけです。 
◇16期　沖室　光正 1989年度経済卒業 
　お世話になります。３年前よりニュージランド工場に転勤となり、２年前に
結婚致しまして、只今ニュージランドに住んでおります。残念ながら欠席させ
て頂きます。皆様のご活躍をお祈り申し上げます。 

◇16期生　中村　豊 1989年度経済卒業 剣道部 
　現在、高校の現場で人間教育者として頑張っています。学生時代は剣
道部と東洋哲学研究会に所属し、森下監督（当時）をはじめ多くのみなさん
に育てて頂きました。みなさんへのご恩返しのつもりで多くの子供たちを次
代へと育てていきたいと思っています。 
◇16期生　二井岡　利芳　1989年度経済卒業 
　http://www.okonomi-kid.com広島風お好み焼きが完璧に出来る。お
好み焼きキット販売中。学生さんに大好評 
◇16期生　宮崎　洋行 　1989年度経済卒業 
　皆様方のご健闘をお祈り致します。また、東京支部設立は大変うれしく
思います。機会があれば参加したいです。 
◇17期生　川口　尚二 　1990年度法卒業 
　東京支部設立されまして、おめでとうございます。当日は仕事の都合で出
席できません。関係者の皆々様方は大変だったと思います。心から感謝致
します。 
◇17期生　松本　篤磨　1990年度法卒業 
　お世話様になっています。現在関西空港の中にある日立物流で勤務致
しております。 
◇19期生　藤原　健 1992年度法卒業 本多  淳亮ゼミ ウイナーズテニス
クラブ 
　平成１２年４月より転勤となり、現住所におります。実家が岡山ということ
もあり、岡山支部の設立総会の方へ出席できればと思っております。 
◇20期生　浅野　知子(相良　知子) 1993年度法卒業 及川 伸ゼミ  
　同級生の相良修さんと結婚して長男が１２月に産まれました。 
◇20期生　河渕　洋平 　1993年度法卒業 木村 惇ゼミ  
　みんな元気にしている。 
◇20期生　相良　修 1993年度法卒業 及川 伸ゼミ  
　経法大卒の妻との間に長男が生まれました。住んでいるのは東京近郊
ですが大阪弁で育てる予定です。東京支部が出来てとてもうれしいです。
浅野知子（９０Ｌ）は相良知子に姓が変わりました。 
◇20期生　曽田　健司 1993年度経済卒業 福島 利夫ゼミ  
　ご盛会を祈ります。 
◇21期生　松田　恵一 　1994年度法卒業 田中  誠一ゼミ 考古学研究
会 
　来年４月より前の職場を辞めて福祉の専門学校で介護福祉について学
ぶことにしました。福祉の分野でも法律が重要とされる今日、介護と法律の
バランスについて学び、新たな仕事につなげていく予定です。 
◇23期生　細矢　正明 　1996年度法卒業 井川  一久ゼミ 東洋哲学研
究会 
　医療関係の仕事（総務課）病院職員です。埼玉支部が出来る前にも携
れたらと思っています。又何かあれば連絡下さい。 
◇25期生　後藤　孝昭　1998年度経済卒業 平井正文ゼミ 陸上競技部 
　来年別府大分マラソンに出ます。（予定）応援よろしくお願いします。 
◇25期生　平川　邦夫　1998年度法卒業 丹羽　徹ゼミ 
　今度３度目のチャレンジで呉市職員の行政職に合格しました。２００１年４
月から公務員として働くはこびとなりました｡共に喜んでいただければ幸いで
す｡ 
◇26期生　野中　圭介 　1999年度法卒業 田和俊輔ゼミ 
　自衛隊に就職してもう１年が経ちました。勤務・勤務地の関係上、総会に
出席することが出来るかわかりませんが、休みが取れれば、出席したいと思
います。 
◇27期生　荒川　聡昭 　2000年度経済卒業 揚　武雄ゼミ 
　４／６に東京へ赴任し、見るものがすべて初めてに見えます。４／９から先
輩と営業周りに同行しています。４／１６あたりから、少しずつ担当を持つこ
とになります。（道が複雑で迷います。本当に道を覚えるのは大変です） 
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世界で知られる日本の文化＝カラオケの未来
に賭けた 
 

―阪本さんは二つの会社を経営されていますが、お仕事の内容を教えていただけ

ますか。 

 

阪本  カラオケ機器を中心にして音響設備全般を扱い、大阪府下で４００軒以上の

飲食店、ホテル関係にカラオケ機材をレンタルしています。その他にはカラオケボッ

クス３店とクィックマッサージの直営店を展開しています。 

 

―カラオケは今では若者からお年寄りまでの国民的な娯楽に成長していますが、

事業を軌道に載せるまでにはご苦労も多かったでしょうね。 

 

阪本  私は大学時代に日本橋の電気街でアルバイトをしていた店がカラオケ機材

を扱っていました。ちょうど１９７４年（昭和４９）に８トラックテープのカラオケが発売

されたところでした。そして、卒業時にカラオケのトップメーカーである第一興商が

大阪支店を開設するということを知り、新しい娯楽としての将来性を感じて入社し

ました。   

  そして、営業として経験を積んだうえで、１９８０年（昭和５５）には第一興商を退社

し、独立創業しました。借金を負ってのスタートでしたし、両親には大反対されました。

当時は、カラオケといえばおじさんが飲み屋さんで歌うものでしたから、パチンコやゲー

ムセンターと同じマイナスイメージがあったのが反対の理由でした。会社を起こして、

すぐにスナックに飛び込みで営業を始め、１軒１軒カラオケ機材の契約を獲得して

いきました。幸いだったのは、当時はまだ圧倒的に力を持っている業者がいません

でしたし、大阪市内のキタとミナミの繁華街を主に回っていましたので、非常に効

率よく営業をすることができたことです。カラオケ機材自身も１９８４年（昭和５９）に

はレーザーディスク、１９９４・９５年（平成６・７）頃には通信対応へと進化し、カラオケ

ボックスも市民権を得るようになってきました。 

 

お客さん、従業員との「共存共生」を目指して 
 

―厳しい競争を勝ち抜かれた訳ですね。その成功の秘訣はなんだとお考えですか。 

 

阪本  成功とまでいっていませんが、いつでも「勝ち抜いた」とはいうことができま

せん。どんな時代にも生き残れることが経営の永遠のテーマです。 

　私たちの扱っているハードもソフトもメーカーが作っているものですから、独自に

加工できません。しかし、設置しているお店にとっては１日たりともなくては営業でき

ない大事な機材となっています。だから設置してからのメンテナンスなどには十分注

意するようにしてきました。故障したから直して欲しいと夜間に呼び出しがあったら、

すぐに駆けつけるようにしていました。今では機械も進歩したので故障は減ってきて

いますが、その分構造が複雑になって簡単に直る故障も少なくなってきているので

す。 

  普遍的なことですが、人（人材）と資金がやはり一番苦労してきたことですね。借

金からのスタートで、２４・５歳のときに数千万の借入れをして、がむしゃらに働いて３

年で完済することができました。そして、自分が先頭に立って人を引っ張ってきました

が、一緒に働くにはその人間を心から好きになれるか、心がうまく伝わらないとうまく

コンビネーションを作れないということを経験しました。 

 

―阪本さんのモットーとされていることはなんでしょう。 

 

阪本  「共存共生」、お客さんや従業員と共に生きるということです。人と関わる仕

事ですからスタッフがお客さんに満足を与え、地域社会・社員と共に生きて行くこと

を目指しています。サービス、エンターテイメント業として、顧客・従業員の満足度を

共に高めて行くことが重要だと考えています。 

 

諦めずに挑戦する姿勢をスポーツから学んだ 
 

―そんな風に活躍されている阪本さんの学生時代について教えてください。 

 

阪本  空手道部に所属し、体育会本部の役員も務めていたので、多忙な学生時代

でした。本部の役員として、クラブの調整・他大学との交流も担当して、いろいろと

面白かったですよ。その頃の経験で、精神力・忍耐力がついて、人間形成に一番影

響を与えてくれました。 

  人生とスポーツには通じるものがあります。「諦めるな」ということです。人間社会

には敗者復活戦があります。今負けても次に勝てばいい。勝ち負けはあくまで現象

であり通過点にしか過ぎないのです。企業も同じように敗者復活すると思っています。

「山より大きな獅子は出ない」ということを言いますね。山の中で、不安になれば山

よりも大きな獅子が出てくるかもしれないと思ってしまいますが、そんなことはないと

いうことです。 

―お忙しいところどうもありがとうございました。 

 

多忙な仕事のかたわらジャズを楽しみ、茶道を始めて生活も充実させている阪本さ

んの活躍の片鱗を紹介させてもらった。 

   

株式会社 オンキョーシステム  
有限会社ディーアールシステム   

代表取締役   
 
 

オンキョーシステムは、大通りに面したビルの２フロアーを占めていた。すっきりとし

た開放的なオフィスの一画を区切った執務スペースで、阪本誠さんはきさくに出迎

えてくれた。今回は、校友会の常任幹事もつとめる阪本さんの活躍ぶりを伺った。 

 

阪本  誠さん 
（１９７８年経済学部卒業） 
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特修講座・特別研修生から初の快挙 
司法試験合格 
　 

 

　特別研修生の立石直樹さんが２０００年度司法試験に合格

した。立石さんは司法試験突破に向けて、大学２年生から大

学の資格対策講座、特修講座（Sコース）の法職コースに入り、

１９９９年には現役４年生で司法試験短答式試験に合格してい

た。その年は惜しくもその後の論文式試験で涙を飲んだが、

昨年特別研修生として採用され、最終合格を目ざして勉学に

励んでいた。  

　２０００年１１月１０日、司法試験の最終合格者が発表され、合

格率約３％（受験者数３１，７２９名、最終合格者９９４名）の難関

を見事突破したのである。 

　グローバルな競争の激化やIT革命の進行、そして社会の

複雑化によって多様な問題の噴出する２１世紀の日本。そこ

で今、切実に求められている法曹（弁護士・検事・裁判官）の

道へ第一歩を踏み出した立石さんに聞いた。 

 

ーまずは、司法試験を志望した理由とそれがいつ頃だったの

かを教えて下さい。 

 

立石　私は小・中学生の頃からアメリカの「Ｌ.Ａ.ロー」等の

法廷物のドラマや小説が好きだったので、どこかで法律家に

なりたいという漠然とした気持ちはありました。そのため法律に

は興味があったので、法学部に入ろうと思っていました。もっと

も入学するまでは法律を学ぶことに具体的なイメージはありま

せんでした。 

 

ーそれでは、司法試験受験を意識したきっかけは何だったので

しょう？ 

 

立石　具体的・現実的に司法試験を意識したのは大学２年

の春、特修講座（Sコース）に入った時からです。１年生の頃か

らの仲のよかった友達が「今度、Ｓコースっていうのができる

ので、説明会がある」と教えてくれて、一緒に行ったことから始

まりました。今まで漠然と持っていた弁護士へのあこがれとい

う夢を現実にしたいと思ったのです。  

　でも、４月から半年間はあまり勉強はしていませんでした。講

座の授業をただ受けているだけ。でも２年生の秋、９月になって、

「これでは絶対に合格できない」と自覚し、勉強を本格的に始

めました。それから合格までの実質３年間は勢いで勉強してき

ました。 

　 

ー司法試験への挑戦はどのようなものでしたか？ 

 

立石　司法試験では、大学の所定の単位を取得すると免除

される１次試験と２次試験があります。２次試験が短答式試験、

論文式試験、口述式試験の３段階に分かれ、そのすべてをク

リアして最終合格となります。 

　私の場合、勉強を始めてから何年で合格しようというような

明確なプランはなかったのですけれど、大学を卒業した年に最

初に短答式試験を受けて、司法試験挑戦をスタートするつも

りでした。 

 

ー実際には大学３年の時に初挑戦されたのですね。 

 

立石　ええ。その時にはやはり第１関門の短答式試験で不合

格でした。だけど４年生では短答式試験には合格することがで

きました。それで、就職の道を考えずに勉強に集中し、「やると

決めたことはやり抜く」という決意で臨みました。 

　大阪経済法科大学には特別研修生という制度があり、卒

業後も奨学金が給付され、対策講座を受講できたり、自習室

を使うことができます。私も２０００年の４月に特別研修生となり、

司法試験合格に全力を集中しました。 

 

ーSコースと特別研修生の期間を通じて、どのように司法試験

対策の勉強をしましたか？  

 

立石　趣旨から条文を解釈する力を磨くとともに、大量の問

題演習をしていました。１日の勉強時間は平均すると８～１０時

間だったと思います。 

 

ー「趣旨から条文を解釈する力」とはどんなものか説明しても

らえますか？ 

 

立石　実際の事件を解決するためには、条文をそのまま当て

はめるだけではだめなんです。もしそれですむならば機械でも

できます。しかし、実際には条文からはずれているようなことの

ほうが多く条文をそのまま適用すると非常識な結論になってし

まいます。そこでそのような問題に対して、妥当な結論を導く

ために法律がそもそも制定された目的に立ち返って、そこから

筋道を立てて考える事が求められます。それが「趣旨から条文

を解釈する力」で、司法試験ではその力が問われいると思い

ます。   

　よく司法試験というと六法全書を丸暗記しないといけない

と思われていますが、実は覚えるよりもこのような「趣旨から条

文解釈をする力」が大事であり、そのためには法律を覚えるの

ではなく理解することが重要なんです。   

　もちろん法律の内容・条文は最低限度知識として知ってい

なければいけませんが、その基礎的な知識の応用力を磨く勉

強が必要です。司法試験では、論争のある問題でも特定の学

説が正解ということではなく、その答えに到達する論理展開の

筋を見ていると思います。覚えて通ろうとする人はすべての問

題のパターンを暗記しようと思うから膨大な量の暗記が必要

になると思えるのではないでしょうか。たまたま暗記したところ

が出題されて合格する人もいるかも知れませんが、そういう人

が法律家になっても現実にこれまで本で読んだことのないケー

スに出会うともうお手上げになるでしょうね。   

 

ー今年の４月からは１年半の司法修習を受けられますが、その

後の進路はどうされるつもりですか？ 

 

立石　今は弁護士を希望しています。特にこれをしたいという

具体的な分野はありませんが自分の中の価値観・正義感を曲

げずにとことん貫けたらいいと思います。やはり自分が正しくな

いと思っている人は弁護できません。受任するかどうか悩むと、

単にマニュアル通りの対応になってしまうので、引き受けない

と思います。 

 

ーどうもありがとうございました。 

 

※このインタビュー記事は、今年１月発行の大阪経済法科大

学学報「LIBERA」No.42から転載（抜粋）いたしました。  

 

 

法職講座から 
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立石直樹さん 
（２０００年法学部卒業・特別研修生） 
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